
第11号様式

課長 検査員

大槌町長　殿

住所

氏名

印

下記のとおり申込みます。

記

給水装置場所

工事種別
承 認
番 号

住所

氏名

しゅん工年月日 年 月 日

しゅん工検査
年月日

年 月 日

添付書類

備　考

申請書の写し、施工図面、工事内訳書、工事店自主検査報告書

※二重線内は上下水道課が記入します

申請者

年　　　　月　　　　日　

給水装置工事しゅん工検査申込書

指定工事店

代表者名

（上下水道課用）

決
裁

決
裁

班長 班員

決
裁

課　長 課長補佐 係　長 課　　　員 検査員



第11号様式 （工事店控）

大槌町長　殿

住所

氏名

印

下記のとおり申込みます。

記

給水装置場所

工事種別
承 認
番 号

住所

氏名

しゅん工年月日 年 月 日

しゅん工検査
年月日

年 月 日

添付書類

備　考

申請書の写し、施工図面、工事内訳書、工事店自主検査報告書

※二重線内は上下水道課が記入します

申請者

給水装置工事しゅん工検査申込書

指定工事店

代表者名

年　　　　月　　　　日　



装 置 場 所

指 定 工 事 業 者 名

主 任 技 術 者

名  　称 形状寸法 単位 数量 備考

※１．配管に使用する材料を記載すること。

※２．延長はｍ(メートル)で示し、小数第1位まで計上すること。その他は整数位とすること。

使 用 材 料 内 訳 書

※３．略称使用はBT=ボールタップ、BV=ボールバルブ、DIP=ダクタイル鋳鉄管、FV=フラッシュバルブ、
HPPE=水道配水用ポリエチレン管、PBP=ポリブテン管、PEX=架橋ポリエチレン管、PP=ポリエチレン2層管、
VP=硬質塩化ビニル管、φ=呼び口径とし、図面と整合を図ること。

㊞



※

※

主任技術者 確認者

①

② 附近見取図、配管平面図、配管立面図、隣地境界は記入しているか

③

④

⑤

⑥ 配管平面図には本管（管種・口径記入）からの分岐が表示されているか

⑦ 本管から量水器まではPP管を使用しているか(VPは不可)

⑧ 止水栓は公民境界から1m以内で量水器も近接しているか

⑨

⑩ 量水器ボックスは駐車場や植栽等を回避しているか

⑪ 量水器ボックス内の量水器1次側に逆ボ止水栓を設置しているか

⑫ 工事用栓を使用する場合、図示されているか

⑬

①

②

③

④

⑤

①

② 有  ・ 無

③

④

⑤

⑥ 要 ・ 否

⑦ 要 ・ 否

⑧ 要 ・ 否

年　　　月　　　日

給水装置工事主任技術者

年　　　月　　　日

大槌町上下水道課　確認者

給 水 装 置 工 事 申 請 時 チ ェ ッ ク シ ー ト

本工事を担当する主任技術者は下表右から2列目のチェック欄に✔か○を記入して下さい。非該当
には斜線/をひいて下さい。

チェック後は下の署名欄に署名願います

チェック項目

申
請
図
面

見やすい図面か

図面の着色は適正か
（既設・黒、新設・赤、撤去・斜に黄、仮配・緑、自家水・青）

附近見取図、配管平面図、配管立面図の整合がとれているか
また縮尺は記載されているか

附近見取図で申請箇所が特定可能か。
また方位は北が上、もしくは図示されているか

シールリング止水栓を使用しているか

撤去申請の場合、栓の位置は適正か

申
請
書
面

申請書に記名・押印の脱漏はないか

申込者の連絡先・ふりがなは記入しているか

図面と内訳書の数量が一致しているか

φ50mm以上を施工する場合、水理計算書を添付しているか

受水槽を設置する場合、容量計算書を添付しているか

対
外
調
整

事前着手はしていないか

掘削する公道内にユーラスエナジーが所管する電力管は埋設されているか

電力管有りならば、ユーラスエナジーへの立会報告書を作成し、にＦＡＸしたか

道路内の埋設物を調査し、各管理者と協議しているか

道路占用・道路使用許可の手続きは行っているか

給水装置の所有権変更届は必要か

給水管所有者分岐同意書は必要か

土地家屋使用承諾書は必要か


